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２．安全実績（過去１０年間）
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Ⅰ 小山工場の概要Ⅰ.小山工場の概要
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１．生産拠点紹介

小山工場
関東、関西、九州の３
つのエリアに生産拠点

缶体、缶蓋製造

生産能力
ビール蓋：10860EPM

技術センター

つのエリアに生産拠点
がある

大牟田工場

飲料蓋：1700EPM

生産能力
缶胴：1550EPM

大牟田工場

彦根工場
缶体製造

生産能力
缶胴：6200EPM缶体製造
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２．小山工場の概要

私達の会社は、１９６９年に日本初のアルミ缶製造販売会社と
して設立され、国産第１号のアルミ缶を製造したのが１９７１年して設立され、国産第１号のアルミ缶を製造したのが１９７１年
の事です。

当時、アメリカで実用化されて間もないアルミ缶にいち早く着
栃木 山市を我が 初 缶発祥 地と 世目し、栃木県の小山市を我が国初のアルミ缶発祥の地として、世

界最速クラスのラインを導入し高い生産性を誇っています。
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沿革

平成13年 ISO9001認証取得

平成14年 ISO14001認証取得

平成13年 ISO9001認証取得

平成24年 FSSC22000認証取得

(食品安全)

・従業員数 240名 平均年齢 44歳
・敷地面積 35014㎡

(食品安全)
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３．缶体製造工程

７



４．蓋製造工程
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Ⅱ 小山工場におけるⅡ.小山工場における

安全活動安全活動
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１．２０１３年度 小山工場運営方針

【会社方針：社員の誓い】― 事業構造変革元年 ―
私たちは、元気と勇気を奮い起こし、事業基盤をより強固なものにする為に

みずからの役割を自覚を持って“やり抜く”ことを誓います。

【小山工場基本方針】【小山工場基本方針】
全員の知恵と技術力を結集して、立ち止まらない進化する工場になろう。

【重点課題】
決め事を守り 守らせ 完全無事故 / 無災害 実現・決め事を守り、守らせ 完全無事故 / 無災害の実現。

・Y３０系、２０４径缶の安定生産と巡航日産量、良品率の達成。
・蓋ラインの更なる安定生産と省力化を進める。

品質保全活動を重点的に進めクレ ムゼロを実現する・品質保全活動を重点的に進めクレームゼロを実現する。
・食品安全、品質、環境マネジメントシステムを継続的に改善する。
・あらゆるロスを削減し、「止まらないライン」を目指す。

元気と勇気が出せる 明るい職場を作る・元気と勇気が出せる、明るい職場を作る。
1．大きな、相手に聞こえる声で「ご安全に！」の励行。
２．見える化と言える化による風通しの良い職場をつくる。
３．日々「報告・連絡・提案」を行い、風通しの良い職場を作る。
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２．安全実績(過去１0年の実績)

休業災害は過去１0年間において、不休災害４件の発生を
みましたが 直近の3年間では無災害を達成し 現在も継続みましたが、直近の3年間では無災害を達成し、現在も継続
中です。又、協力企業においても完全無災害を継続中です。

環境面では危険物施設並びに廃水処理を重点的に取組んで環境面では危険物施設並びに廃水処理を重点的に取組んで
おり環境保安事故の発生はありません。

期 間 時 間 日 数　　　　　　　期　　　　　　　　　間 　時　　　　間 日　数

休業災害 １９９５年１２月１５日～２０１２年１２月３１日 ８、９８９、７２７時間 ６、２２４日

不休災害 ２００９年　３月１４日～２０１２年１２月３１日 １、７７３、１１２時間 １、３８８日

過去１０年間の災害発生状況
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３．重点実施項目の取り組み

「私たちは、元気と勇気を奮い起こし、事業基盤をより 強固な
ものにする為に、みずからの役割を自覚を持って“やり抜く”こ
とを誓います」

１．安全に強い職場と人間づくり
１）風通しのよい職場づくり⇒相互注意運動

とを誓います」

１）風通しのよい職場づくり⇒相互注意運動
２）安全感度の向上活動

・ヒヤリハット提出及び対策実施率の向上ヒヤリハット提出及び対策実施率の向上
・災害事例の水平展開

２．設備と作業の不具合是正
１）黄 活動 推進１）黄エフ活動の推進

・自主保全、個別改善での黄エフ付け、エフ取り
・リスクアセスメント充実による危険点つぶし・リスクアセスメント充実による危険点つぶし

⇒挟まれ・巻き込まれを重点課題として実施(継続課題)
２）設備、作業における事前審査の徹底）設備、作業 ける事前審 徹底

３．安全衛生教育の充実
1２



４．小山工場の災害の特徴

部位別発生状況型別発生状況

(過去２０年間災害ﾃﾞｰﾀより)

部位別発生状況

11%
5% 手

型別発生状況

5%
5% 挟まれ

巻き込まれ

16%

頭

足53%

21%

巻き込まれ

当る

68%

足

顔

53%
転落・墜落

すべる

16%

当社の設備は 回転機器やシリンダ等の駆動機器が当社の設備は、回転機器やシリンダ等の駆動機器が
非常に多く、型別では「挟まれ・巻き込まれ」、部位
別でも「手」が、全体の7割を占めている。別でも「手」が、全体の7割を占めている。
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５．活動事例紹介

5-1 リスクアセスメントによる危険点つぶし
①はさまれ 巻き込まれ危険個所の総点検（改善事例紹介）①はさまれ、巻き込まれ危険個所の総点検（改善事例紹介）

②稼働前安全点検

③設備・作業のリスク診断

5-2 安全意識レベルの向上
①ヒヤリハット活動

②黄エフ付け活動②黄エフ付け活動

③安全パトロール

④提案改善活動

⑤相互注意運動と職制巡視

⑥ルールの遵守度評価

⑦個人安全宣言⑦個人安全宣言

⑧安全教育紹介（危険体感教育、フォークリフト実技教育）
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５．活動事例紹介

5-３ その他の安全活動
①安全活動板①安全活動板

②安全唱和

③毎週末一斉清掃活動③毎週末 斉清掃活動

④他事業所の災害の水平展開

⑤地域行政の安全活動

5-４ 防火・防災活動
①ＢＣＰの取り組み

②総合防災訓練
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5-1 リスクアセスメントによる危険点つぶし

5－1－① 挟まれ・巻き込まれ危険箇所の総点検

2009年のインサイドスプレー巻き込まれ不休災害を
受け、挟まれ・巻き込まれのリスクアセスメントを新
たな課題とし 取り組み開始したたな課題として取り組み開始した。

回転機器 シリンダ 駆動部の総点検回転機器・シリンダー駆動部の総点検
(2010年3月実施)

【挟まれ・巻き込まれ是正計画】・・・2010～2012年の活動

点検項目 点検総数 手が入る
カバー是正

箇所
ｲﾝﾀｰﾛｯｸ追

加箇所

挟まれ 1,120 1,022 1,022 0
巻き込まれ 1,475 467 390 46

合計 2,595 1,489 1,412 46
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5-1 リスクアセスメントによる危険点つぶし

5－1－①総点検リスト表

45期　小山工場　安全ｶﾊﾞｰ　再ﾘｽｸ評価(インターロック追加案件)

●確実である ・8点
●可能性が高い ・4点

●可能性がある 2点

●重篤災害 ・10点

●就労が困難な状態で休業が必要 ・6点
●終業が可能な状態(代替業務含む) ・3点

●頻繁 ・4点
●時々 ・2点
●めったにない ・1点

危険に近づく頻度ｹｶﾞの可能性 ｹｶﾞの程度
リスクレベル

３～６ Ⅰ
7～９ Ⅱ

頻度　：　定期メンテ等で接触する頻度（突発除く）

手が入る　：　○＝入らない　△＝むりやり入る　×＝容易に入る※是正評価は各担当ｴﾘｱ課長が判断し記入してください。⇒ 必要：必要

見える化　：　○=ｱｸﾘﾙ窓　又は網式　×=窓なし 不要：無記入

インターロック　：　あり＝あり　ｲﾝﾀｰﾛｯｸなし＝無

カ
手
が 見え ｲﾝﾀｰﾛｯ ケガの ケガの

危険に
近 ﾘｽｸ

ｶﾊﾞｰの ｲﾝﾀｰ

ﾘｽｸの見積もり

●可能性がある ・2点
●可能性は殆どない ・1点

●終業が可能な状態(代替業務含む) ・3点
●手当て後直ぐ作業に戻れる微小ｹｶﾞ ・1点

●めったにない 1点 7 ９ Ⅱ

１０～１４ Ⅲ

１５～２２ Ⅳ

担当課 連番 ﾗｲﾝ 工程 部位 名称 頻度
カ

バー
が
入
る

見え
る化

ｲﾝﾀｰﾛｯ
ｸ(有無)

備考
ケガの

可能性

ケガの

程度

近

づく頻

度

合計点
ﾘｽｸ

ﾚﾍﾞﾙ
是正必

要

ﾛｯｸが

必要
ｺﾒﾝﾄ

1 体 1 Y30 SCP Y30無地SCP 集塵機ﾌﾞﾛｱｰ 駆動Vﾍﾞﾙﾄ 1Y 有 △ ○ 無 見える化済 1 3 1 5 Ⅰ

体 2 Y30 SCP 共通色付SCP 集塵機ﾌﾞﾛｱｰ 駆動Vﾍﾞﾙﾄ 1Y 有 ○ ○ 無 見える化済 1 3 1 5 Ⅰ

体 3 Y30 SCP ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送1 ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送C/V 駆動ﾁｪｰﾝ 4M 有 ○ × 無 2 3 1 6 Ⅰ

体 4 Y30 SCP ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送2 ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送C/V 駆動ﾁｪｰﾝ 4M 有 ○ × 無 2 3 1 6 Ⅰ

体 5 Y30 SCP ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送3 ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送C/V 駆動ﾁｪｰﾝ 4M 有 ○ × 無 2 3 1 6 Ⅰ

体 6 Y30 SCP ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送4 ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送C/V 駆動ﾁｪｰﾝ 4M 有 ○ × 無 2 3 1 6 Ⅰ

体 7 Y30 SCP ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送5 ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送C/V 駆動ﾁｪｰﾝ 4M 有 ○ × 無 2 3 1 6 Ⅰ

体 8 Y30 SCP ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送7 ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送C/V 駆動ﾁｪｰﾝ 4M 有 ○ × 無 2 3 1 6 Ⅰ

体 9 Y30 SCP ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送8 ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送C/V 駆動ﾁｪｰﾝ 4M 有 ○ × 無 2 3 1 6 Ⅰ

体 10 Y30 SCP ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送9 ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送C/V 駆動ﾁｪｰﾝ 4M 有 ○ × 無 2 3 1 6 Ⅰ

体 11 Y30 SCP ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送10 ｽｸﾗｯﾌ ﾟ搬送C/V 駆動ﾁｪｰﾝ 4M 有 ○ × 無 2 3 1 6 Ⅰ

体 12 Y30 UC UC11 ﾋﾟﾝﾁﾛｰﾙA 駆動ﾀｲﾐﾝｸﾞﾍﾞﾙﾄ 4M 有 ○ × 無 1 1 1 3 Ⅰ

体 13 Y30 UC UC11 ﾋﾟﾝﾁﾛｰﾙB 駆動ﾀｲﾐﾝｸﾞﾍﾞﾙﾄ 4M 有 ○ × 無 1 1 1 3 Ⅰ

体 14 Y30 UC UC11 コイルカー走行A 駆動ﾁｪｰﾝ 4M 有 ○ × 無 1 1 1 3 Ⅰ

体 15 Y30 UC UC11 コイルカー走行B 駆動ﾁｪｰﾝ 4M 有 ○ × 無 1 1 1 3 Ⅰ
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【改善事例：カバーの是正・見える化】

搬送コンベアの転換シリンダー1 022箇所を2010年3搬送コンベアの転換シリンダ 1,022箇所を2010年3
月～2011年1月にかけて挟まれ防止用カバーを設置

内製で実施内製で実施
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【改善事例：カバーの是正・見える化】

コンベア駆動部の安全カバー

(３９０箇所見直し追加実施)

内製で実施

19

内製で実施



【改善事例：インターロック化】

手が入る箇所でのリスクの高い設備はカバーとインター
ロックを追加

内製で実施

20
(４６箇所見直し追加実施)

内製で実施



【改善事例：エリアセンサー】

搬送製品との接触防止とエレベーター内への侵入
防止対策による安全性向上を図った。

エリアセンサー

安全柵
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【改善事例：エリアセンサー】

昇降設備内への侵入防止安全対策

ｴﾘｱｾﾝｻｰ
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【改善事例：電磁ロック】

安全性の向上（扉を開けると設備が停止する安
全対策から設備が停止しないと開かない安全策
に変更）

電磁ロック

に変更）

電磁ロック
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５－1－② 稼働前安全点検

新設・移設・改造設備に稼働前安全審査を実施
（労使にて安全を確認）
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5-1-③ 設備・作業 リスク診断報告書

作業のリスク評価を実施するための優先順位を決める危険源抽出リ
スト（危険源ハザードリスト）を作成し、リスク診断を実施。

体製造課　　　危険源の抽出(ハザードリスト）

回

転
物

の
露

出
箇

稼

動
中

、
駆

動
部

る

。

手

を
添

え
て

物
を

あ

る

。

ナ

イ
フ

、
は

さ
み

あ

る

鋭

利

（
金
属

の
端

る

こ
と

が
あ

る

。

突

起
物

に
当

た
る

床

面
が

（
油

、
溶

て

い
る

箇
所

が
あ

床

面
に

突
起

物

、

体

の
バ

ラ
ン

ス
を

階

段
等

の
段

差
が

高

所
で

囲
い

、
安

階

段

、
猿
梯

子
は

高

所
作

業
で

安
全

高

所
作

業
場

の
床

薬

液
等

取
扱

時
の

薬

液
配

管
等

が
破

薬

液
等

飛
散

し
て

ホ

ー
ス

等
に

残
液

換

。

有害物との接触
他
工
場
災
害
の
有
無

（

小
山
工
場
災
害
の
有
無

ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
の
有
無

巻き込まれ 切れ・こすれ 躓き・転倒 墜落・転落

作業名

所
が

あ

る

。

等
に

手

を
出

す
作

業
が

あ

積
む

、
重
ね

る
等

の
作

業
が

等
刃

物

を
使

用
す

る
作

業
が

等

）
な

も
の

に
触

れ
る

、
触

箇
所

が

あ
る

。

剤
等

で

）
滑

り
や

す
く

な

っ

る

。

開
口

部

が
あ

る

。

崩
し

や

す
く

な

っ
て
い

る

。

高
く

な

っ
て

い
る

。

全
柵

の

な
い

箇
所

が
あ

る

。

が
滑

り

易
く

な

っ
て
い

る

。

帯
を

掛

け
る

箇
所

が
無

い

。

面
の

強

度
は

十
分

で
な

い

。

保
護

具

が
適

切
で

な
い

。

れ
漏

れ

て
い

る

。

い
る

。

が
残

っ
て
い

る
も

の
の

交

工程
（３
点

）

無

（２
点

）

無

（１
点

）

№

1 ｽｸﾗｯﾌﾟ SCP -1 ｽｸﾗｯﾌﾟ処理作業、清掃 0 0 1 ● ● ● ● ● ● ●

2 ｱﾝｺｲﾗｰ UC -1 ｺｲﾙ開封、梱包資材処置、端末 0 0 1 ● ● ● ●

3 -2 ｺｲﾙ装着 0 0 1 ●

怪我の可能性 怪我の程度 危険に近づく頻度

運

搬

中

の

物

が

落

下

す

物

が

飛

ん

で

き

て

人

に
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5-２ 安全意識レベルの向上

5-2-① ヒヤリハット活動
【安全感度の向上活動】･･･従業員全員活動

※危険度Ⅱ以上は重大ヒヤリと捉え安全管理者会議で対策等確認する｡

目標：2008年から2件/月・人

件

5000

6000

7000

5156 5244 5182
5450 5418

5925
6351 6178

5890
5556

目

3000

4000

5000 目標

実績

0

1000

2000

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年
目標 5,156 5,244 5,182 5,450 5,418
実績 5,925 6,351 6,178 5,890 5,556

2６
人平均 2.30 2.42 2.38 2.16 2.05



5-2-② 黄エフ付け活動

安全上の不具合には、黄エフを付け改善を進める活動を展開。
3年前からエフ取り率９割台と向上してきた。

％件

年 年 年 年 年2008年 2009年 2010年 2011年 2012年
エフ付け 1,968 2,274 2,277 2,132 2,404
エフ取り 1,727 1,947 2,153 2,016 2,296

実 87 8 85 6 94 6 94 6 95 5

2７

策実施率 87.8 85.6 94.6 94.6 95.5



5-2-③ 安全パトロール

･労使による安全パトロール（月１回）では、一人１件の指摘を
目標に実施。

･他課を良く知る・観ることを目的とし、体･蓋製造課の班長による相互他課を良く知る 観ることを目的とし、体 蓋製造課の班長による相互
乗り入れ安全パトロールを実施。

2012年実績
35

20

25

30

35

件

10

15

20
安全衛生委員会

班長

0

5

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計
労使安全パト 22 19 16 22 15 18 22 16 19 7 18 15 209

長 10 8 8 6 7 5 7 51
2８

班長 10 8 8 6 - 7 5 7 51



5-2-③ 安全巡視指摘事項のリスクアセスメント

課長　殿
点検日 2013年3月26日

　　　３月度　安全衛生巡視指摘票

安全指摘巡視票でもリスクアセスメントを実施し危険レベルの見える化
を図る。

視点検日　2013年3月26日

あなたの職場に下記の指摘がありましたので、早急に改善処置を取られるようお願いいたします。 巡視点検者名：

尚、処置報告については、　　月　　日までに報告してください。

着眼点： ①安全カバー：巻き込まれる箇所はないか。開閉式はｲﾝﾀｰﾛｯｸ機能がﾞあるか。

②起動､非常停止釦：釦の位置･機能は適切か｡停電の復帰の安全性は確保されているか｡

③安全機構：危険区域に内に進入時には作動しない機構か。 型No 型No

④共同作業での合図連絡：声を出してお互いに安全を確認しているか。 1 挟まれ・巻き込まれ 8

災害の型

目に異物が入る

電定

災害の型

〔災害の分類〕

墜落 転落リ ク ﾞ 2 9

3 10

4 11

5 12

6 13

7 飛来・落下

場　所
（ 備 型

ｹｶﾞの可 ｹｶﾞの
危険に
近づく

計測値
ﾘｽｸﾚﾍﾞﾙ

高温・低温物との接触

激突・追突３～６

ロ

電

無理な動作・動作の反動

その他

踏み抜き

処　　　　置　　　　内　　　　容

定値

１５～２２

Ⅱ

墜落・転落

転倒Ⅳ

Ⅲ

有害物質との接触

危険 所名 危険の状態

Ⅰ

リスクﾚﾍﾞﾙ

切れ・こすれ10～１４

７～９

●確実である ・8点

●可能性が高い ・4点
●可能性がある ・2点
●可能性は殆どない ・1点

ｹｶﾞの可能性

●重篤災害 ・10点
●就労が困難な状態で休業が必要 ・6点
●終業が可能な状態(代替業務含む) ・3点
●手当て後直ぐ作業に戻れる微傷ｹｶﾞ ・1点

ｹｶﾞの程度

●頻繁 ・4点

●時々 ・2点
●めったにない ・1点

危険に近づく頻度

No （設備
名）

型No
能性 程度

近づく
頻度

計
　合計

ﾘｽｸﾚﾍ ﾙ

処置部門 再指摘日

処置日 フォロー日

処置者 フォロー者印

処置部門 再指摘日

ォロー　　　置
(対策・改善)

危険個所名 危険の状態

処置日 フォロー日

処置者 フォロー者印

処置部門 再指摘日

処置日 フォロー日

ロー置者 ォロ 者印

処置部門 再指摘日

処置日 フォロー日

処置者 フォロー者印

＊1.指摘票のフロー

　巡視指摘者→安全衛生事務局→該当課→安全衛生事務局→巡視指摘者→安全衛生事務局→まとめ・報告

＊2.注意事項
　①該当課は、指摘事項の処置を記入のこと。
　②巡視者は、指摘事項の処置内容をチェックし、OKであればフォロー日を記入し、捺印の上、安全衛生事務局に戻してください。
　　　但し、処置内容が不適の場合、再度、指導とフォローをお願いします。 29



5-2-④ 提案改善活動

２０１２年１月 ２０１３年３月２０１２年１月～２０１３年３月

2013年「報告・連絡・提案」の方針から提案提出件数がアップし
安全、品質、環境に関する提案が大幅にアップした。

30



5-2-⑤ 相互注意報告書と職制巡視

※相互注意運動：仲間の不安全行為を注意し合い災害を未然に防
ぐ活動を展開。

職制による安全巡視：他課を輪番で巡視。

作成日 　　　　年　　月　　日

発行 課　　　　　　　　　 係

安 担 部 長 課 長 長 長力 業

（下記、該当欄に○印を付けて下さい。）

SAC 業

 互 注 意 運 動 　　　　　　課長

　　あなたの職場に、下記のような不具合がありましたので、早急に改善処置をとられるように 巡視点検日　2011年　　月　　日

　お願い致します。　　尚、処置報告については、　　　月　　日までに報告してください。 巡視点検者名:　　　　

工場名又

　　　月度　職制巡視記録＆指摘票　　　　

職制による安全巡視：他課を輪番で巡視。

安　担 部　長 課 長 長 　長

職場名　　　　　　　　　　提案者　　　　　　　　　　　 　（評価：３以上は部長印）

１．それはどの様なことですか？ 略図＞（必要に応じ）
　　実際に本人に注意した危険を具体的に記入して下さい。

協力会社従業員SAC従業員 遣社員
№

工場名又
は、ﾗｲﾝ名 指　摘　事　項　（　内　容　） 処 置 （対 策 ・改 善 ） 内 容

処置部門

処置日

処置者印

ﾌｫﾛｰ日

ﾌｫﾛｰ者印

フ ォ ロ ー

再指摘日

処　　置

 いつ 月　　　日　　　　時　　　分頃

 どこで

 相手の職場名

(相手の名前は記入しないで下さい。)

 何を

ど した 再指摘日

再指摘日

処置日 ﾌｫﾛｰ日

処置者印 ﾌｫﾛｰ者印

処置部門

処置部門 どうした

＊１．指摘票のフロー

　　巡視指摘者 → 安全事務局 → 該当課 → 安全事務局 → 巡視指摘者 → 安全事務局 → まとめ・報告（安全管理者会議）

再指摘日

処置日 ﾌｫﾛｰ日

処置者印 ﾌｫﾛｰ者印

処置部門

２．私（私達）はこうしたら良いと思います。（なるべく具体的に記入して下さい）

朝の立ち番「ご安全に」定着活動での気づき事項記入欄

＊２．注意事項

　　①該当課は、指摘事項の処置結果を記入の事。

　　②巡視者は指摘事項の処置内容をチエックフォローし捺印の事。　但し、処置内容が不適の場合は再度指導と再フォローをお願いします。

3１



5-2-⑥ ルールの遵守度評価

食品安全マネジメントシステム取得に伴う衛生管理事項の定
着を図る活動を展開

    年  月度　　従業員等の衛生管理要領　遵守チェックリスト 職場名

課 長 班 長係 長

評価：○（守れた）、△（大体守れた）、×（守れなかった）

　遵　守　項　目　　　　　

氏 名

１． 作業服のファスナーは、必ず閉めること。

２． 作業服、ヘアーネットは、洗濯し常に清潔に保つこと。

３ の は アー ット に め作業する３． の毛は、ヘア ネット内に収め作業すること。

４． 爪は常に清潔な状態を保ち、伸びていないこと。（マニキュア禁止）

５．
ピアスは、原則として工場内持ち込み禁止とする。

６． 香水は使用禁止。制汗剤使用の場合は、無香料のものを使用すること。

７． 更衣室内・休憩室内での喫食は、禁止とする。

８． ロッカーの上には、物を置かないこと。

32
９． 下駄箱の収納は、上段（内靴）下段（通勤靴）に入れること。

１０． 飲み終わった容器は、必ず水洗いをしてから捨てること。



5-2-⑦ 個人安全宣言

全従業員一人ひとりが「安全宣言」をし、実行し
「災害ゼロ」職場の確立

33



5-2-⑧安全教育の紹介

危険体感教育（昭和電工㈱小山事業所との合同教育を実施）

出張危険体感教育（昭和電工㈱体育館）講師:住金ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ㈱殿

34



5-2-⑧ フォークリフト運転者実技安全教育

フォークリフト実技講習と同じコースを設定し自社製
品を運搬しての安全教育を実施。品 運搬 安 教育 実施。

35



5-2-⑧ 缶体製品落下体感教育

缶
体
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5-3 その他安全活動

災害マップをはじめ活動事項をボードに張り付け全員が見えるようにして
いる

5-3-① 安全活動板

いる。

37



5-3-② 安全唱和

シャットダウンメンテナンスでは､安全大会を開催し、無災
害での終了を誓い合い「ゼロ災でいこう ヨシ！」を唱和害での終了を誓い合い「ゼロ災でいこう ヨシ！」を唱和。

３8



5-3-③ 毎週末の一斉清掃活動

・清掃活動風景

小山工場では毎週金曜日に工場長以下社員全員参加に
よる 斉清掃(30分)を実施し ますよる一斉清掃(30分)を実施しています。

39



5-3-④ 他事業所の災害の水平展開

昭和電工グループでは災害の共有を行い、類似箇所の点検/水平
展開による未然防止に取り組んでいます展開による未然防止に取り組んでいます

SDK環境
安全室

害
類似箇所の

ｱﾙﾐ缶
(本社)

災害情報

他事業

安全室
災害情報

ｱﾙﾐ缶他事

類似箇所の(本社)

ｱﾙﾐ缶 ｱﾙﾐ缶小山

水平展開の指示

他事業
所災害

ｱﾙﾐ缶
(小山)

他事
業所

・・・
ｱﾙﾐ缶
(彦根)

ｱﾙﾐ缶
(大牟田)

小山
事業所

小山ｻｲﾄ情報共有

①階段の転落防止対策

過去の災害対策指示

②点検口・通路上の蓋点検

③アンカーボルトの飛び出し点検

④危険物取扱所点検(ｱｰｽの見直しなど)
など 40



5-3-⑤地域行政の安全活動

労働災害撲滅に向け基準協会及び各労働災害防止団
体が主催した「自らが宣言し実行する」安全宣言活
動に参加 （810社が安全宣言）動に参加。（810社が安全宣言）

41



5-4 防火・防災活動

5-4-① ＢＣＰの取り組み

小山工場ＢＣＰは 2009年4月に直下型地震 震度５を想定し策定

１ SAC小山工場 BCP基本方針

小山工場ＢＣＰは、2009年4月に直下型地震、震度５を想定し策定
したが、3.11の震災を機に見直しを実施した。

５ 地震発生時の安全確保１．SAC小山工場 BCP基本方針

２．耐震構造の調査

３．ユーティリティ被害の想定

５．地震発生時の安全確保

初動対応用緊急備品庫設置

６．安否確認、衛星電話の設置
４．生産工程被害の想定と実被害

①蓋１工場

②蓋 場

６．安否確認、衛星電話の設置

７．被害状況の確認

８．工場周辺との情報交換
②蓋２工場

③缶体工場

④自動倉庫

９．非常時の組織と復旧体制

１０．被災時の行動指針とマ
ニュアル④自動倉庫

⑤出井倉庫

ニュアル

１１．資材、原材料調達の停止

１２．地震ﾘｽｸ抽出と是正計画

(※3.11の震災では11日間の停止で復旧した) 42



5-4-② 総合防災訓練

有事に備え、自衛消防組織が有効的効力を発揮できる
よう年１回実施し防消火技術の収得等に努めている。

43



６．その他CSR活動(地域貢献活動)

6-1 工場周辺清掃風景

6-2 小山市サマーフェスティバル 翌日の会場清掃風景

44



６．その他CSR活動(地域貢献活動)

６－３アルミ缶リサイクル活動の益金を小山市福祉協議会に寄付

45



7. 最後に（まとめ）

【【自分たちの安全は自分が守る！自分たちの安全は自分が守る！】】

今後も環境事故・労働災害ゼロを目指し今後も環境事故・労働災害ゼロを目指し

【【自分たちの安全は自分が守る！自分たちの安全は自分が守る！】】

という強い意志を持って職場の完全無災害という強い意志を持って職場の完全無災害う強 意志を持 職場 完全無災害う強 意志を持 職場 完全無災害
に取り組みます。に取り組みます。

ご安全に！ご安全に！

ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。
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